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【 請 求 項 １ 】
　 （ Ａ ） 活 性 光 線 又 は 放 射 線 の 照 射 に よ り 酸 を 発 生 す る 化 合 物 、
（ Ｂ ） 酸 に よ り 架 橋 す る 架 橋 剤 、 及 び
（ Ｃ ） 一 般 式 （ Ｉ ） で 表 さ れ る 繰 り 返 し 単 位 と 、 一 般 式 （ Ｉ Ｉ ） で 表 さ れ る 繰 り 返 し 単 位
と を 構 成 成 分 と し て 有 す る ア ル カ リ 可 溶 性 樹 脂 、
を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る ネ ガ 型 レ ジ ス ト 組 成 物 。



【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 式 （ Ｉ ） 中 、 Ｒ 0 は 、 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 あ る い は ア ル キ ル 基 を 表 す 。 Ｌ 1 は 単 結 合
又 は 、 二 価 の 連 結 基 を 表 す 。 Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 3 及 び Ｒ 4 は そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 ア ル キ ル 基 、 ア
ル コ キ シ 基 、 ア セ ト キ シ 基 、 ア シ ル 基 、 水 酸 基 、 チ オ ー ル 基 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 酸 分 解 性 基
又 は 水 素 原 子 を 表 す 。 た だ し 、 式 （ Ｉ ） の ベ ン ゼ ン 環 上 に は オ ル ト 位 が 水 素 原 子 と は な ら
な い 水 酸 基 を 少 な く と も １ つ 含 有 す る 。
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 式 （ Ｉ Ｉ ） 中 、 Ｒ 2 0 は 水 素 原 子 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 あ る い は ア ル キ ル 基 を 表 し 、 Ｌ 2 は 単 結
合 又 は 、 二 価 の 連 結 基 を 表 し 、 Ｍ は 、 未 露 光 部 に お い て 、 一 般 式 （ Ｉ Ｉ ） の ホ モ ポ リ マ ー
が 、 ポ リ （ ４ － ヒ ド ロ キ シ ス チ レ ン ） よ り ア ル カ リ 溶 解 性 を 抑 制 す る 基 を 表 す 。
【 請 求 項 ２ 】
　 一 般 式 （ Ｉ Ｉ ） の Ｍ が 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア セ ト キ シ 基 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 、 酸
分 解 性 基 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 置 換 基 で 置 換 さ れ た ベ ン ゼ ン 環 、 無 置 換 の ベ ン ゼ ン 環
、 縮 合 環 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 酸 分 解 性 基 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ネ ガ 型 レ ジ ス ト 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
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　 （ Ｂ ） 酸 に よ り 架 橋 す る 架 橋 剤 が 、 一 般 式 （ ２ ） ～ （ ４ ） で 表 さ れ る 化 合 物 、 及 び ア ル
コ キ シ メ チ ル 化 メ ラ ミ ン 化 合 物 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の ネ ガ 型 レ ジ ス ト 組 成 物 。
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 式 （ ２ ） ～ （ ４ ） に お い て Ｒ 5 は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 又 は ア シ ル 基 を
表 す 。
　 式 （ ２ ） に お い て Ｒ 6 ～ Ｒ 9 は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 水 酸 基 、 ア ル キ ル 基 又 は ア ル コ
キ シ ル 基 を 表 す 。 Ｘ は 、 単 結 合 、 メ チ レ ン 基 又 は 酸 素 原 子 を 表 す 。
【 請 求 項 ４ 】
　 （ Ｂ ） 酸 に よ り 架 橋 す る 架 橋 剤 が 、 分 子 内 に ベ ン ゼ ン 環 を １ ～ ６ 個 有 す る フ ェ ノ ー ル 誘
導 体 で あ り 、 ヒ ド ロ キ シ メ チ ル 基 及 び ／ 又 は ア ル コ キ シ メ チ ル 基 を 分 子 内 全 体 で ２ 個 以 上
有 し 、 こ れ ら の 基 を い ず れ か の ベ ン ゼ ン 環 原 子 団 に 結 合 し て い る 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ネ ガ 型 レ ジ ス ト 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 更 に （ Ｄ ） 塩 基 性 化 合 物 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載
の ネ ガ 型 レ ジ ス ト 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の ネ ガ 型 レ ジ ス ト 組 成 物 に よ り レ ジ ス ト 膜 を 形 成 し 、 当
該 レ ジ ス ト 膜 を 露 光 、 現 像 す る こ と を 特 徴 と す る パ タ ー ン 形 成 方 法 。
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